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 近年注目されている全無機ペロブスカイト型ナノ結晶 CsPbX3(X = I, Br, Cl)は、フォトルミネ

ッセンス(PL)の絶対量子収率(QY)が 50％から 100%に達する優れた光学特性[1]を示し、光デバイ

スへの応用が期待されている。一方、ナノ結晶の合成条件、組成比、ナノ結晶サイズなどはナノ

結晶の光学特性や光励起キャリアダイナミクスへ大きな影響を与えるが、系統的な基礎研究はま

だ不十分である。本研究では、Hot-Injection 法を用いて全無機ペロブスカイト型混晶 CsPb(I/Br)3ナ

ノ結晶を作製[2]し、その反応温度によるナノ結晶の光吸収と発光特性および光励起キャリアダイ

ナミクスの変化について検討した。 

異なる反応温度(140℃ - 180℃)で、CsPb(I/Br)3ナノ結晶を合成し、それらの光吸収と PL スペク

トル、PL の QY および時間分解 PL 応答を評価した。図 1 に反応温度を変えた場合の QY 値とそ

の PL スペクトルの変化を示す。反応温度の上昇とともに QY 値が増大し、PL スペクトルはレッ

ドシフトした。光吸収スペクトルも反応温度の上昇とともにレッドシフトしたことが分かった。

図２に異なる温度で作製したナノ結晶の PL 応答を示す。PL 応答を Fitting することにより、光励

起キャリアは 2 つの緩和過程が存在し、その平均寿命は 140, 160, 180℃で合成したナノ結晶でそ

れぞれ 31.3, 35.8, 52.1 ns であることが判明した。これらの結果から、反応温度の増加により非輻

射再結合が減少したことが分かる。この結果は、ナノ結晶の PL の QY の反応温度依存性と一致

し、反応温度の増加に伴い、欠陥準位とそれによる無輻射再結合が減少したことが考えられる。

また、ナノ結晶の組成比による光学特性と光励起キャリアダイナミクスの変化については、当日

発表する。 

 

      

図 1. 反応温度による PL の QY と PL スペクトルの変化  図 2. 反応温度による PL の時間応答の変化 
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